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.を

得

ざ

る

所

以

を

提

示

せ

し

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

然

し
 

な

が

ち

、

共

の

理

出

は

諸

學

蓉

に

よ

っ

.て
相

違

す

る

〕

。

彼

れ

日

く

、
資

本

が

利

■
を

孛

る

や

ぅ

に

使

用

せ

ら

る

.，f

ゆ

る

場

合

に
 

方

い

て

资

本

が

使

片

せ

ら

る

、

に

非

ら

ざ

れ

ば

人

間

の

手

に

よ

つ

て

遂

行

せ

ら

る

可

き

勞

働

の

.一
部

分

を

r

そ

が

取

っ

て

代

る

か

、 

若

し

く

ば

、

人

間

自

ら

の

努

ヵ

を

以

つ

て

し

て

は

仕

遂

ぐ

る

こ

と

能

は

ざ

る

勞

働

の

一

部

分

を

、

そ

が

遂

行

す

る

か

の

孰

れ

か

に

よ

つ
 

て

そ

は

一

様

に

發

生

す

る

と

。

(ibid., 

P
.

1
6

1
;

2
n
d

 

ed., 

p
.

1
5

5

•ノ。

，ロ
：丨

ダ

ア

デ

丨

ル

o
意

見

杜

マ

ル

サ

ス

に

よ

つ

セ

繼

承

せ

ら

れ

た

。

.彼
れ

日

く

、

「

前

取

っ

て

集

め

ら

れ

た

機

械

、

食

料

及

び

原

料

の

'

 

勞

働

に

姿

す

る

一

定

の

前

拂

ひ

に

よ

っ

て

、

彼

れ

.：
寒

く

の

如

き

助

力

な

く

し

て

仕

遂

げ

る

こ

と

の

出

來

た

仕

事

の

八

倍

若

し

く

は

十 

f

仕

遂

げ

る

こ

i
が

出

來

る

と

し

た

繁

ば

、

連

れ

等

の

も

の

を

供

給

し

た

人

は

、

一

見

し

た

所

で

は

、

助

力

を

受

け

ざ

る

努

働

の

力
 

と

斯

く

の

如

く

助

力

せ

ら

.
^
た

勞

働

の

力

と

の

間

の

相

違

に

對

し

て

權

利

を

與

へ

I
、

の

觀

が

あ

る

か

も

知

れ

ぬ

。

然

し

な

が

ら

、 

k
物

の

價

格

は

其

の

內

独

的

效

用

に

依

賴

せ

ず

し

て

、

供

給

及

び

露

に

依

賴

す

る

。

增

大

せ

る

篇

の

諸

力

は

自

か

ら

增

大

せ

る

貨

 

物

の

桃

給

を

生

ぜ

し

む

.可
く

、

其

.の
價

格

は

從

？

下

降

す

可

く

、

」

而

し

て

前

拂

'ひ
せ

■ら
れ

た

資

本

に

對

す

る

報

酬

は

直

ち

.に
、

現

存
 

社

*
狀

f

於

い

て

、
：

■

着

袁

_

の

ー

も

の

S

用

せ

ら

れ

赛

物

を

沛

場

に

齎

す

が

爲

め

に

^̂

げ

ら

る

可

き

で

あ

る

。

場

せ

ら

れ

■

働

^
に

關

し

て

は

、

；被

：れ

等

の

.努
力

も

彼

れ

等

の

熟

練

も

、

必

然

彼

れ

等

.が

助

力

を

受

く

る
 

こ

.i
な

く

し

て

一

勞

作

す

る

一

埸

脅

よ

4

.甚
し

.
Y

次
る
可
き
ー
漆
咒
、彼

れ

.1

可く、又
、

リ
ヵ
ー
ド
ォ
斑
後
に
於
け
る
其
の
々
配
理
論
に
對
す
る
英
國
齊
濟
學
赍
の
”修
疋
意
見 
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.ヵ
ー
ド
ォ
遨
後
に
於
け_る
其
の
分
.配
现
論
に
對
す
る
英
國
餽
濟
學
者
の
修
疋
意
見
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. 

.. 

.

. 

.

.

■.
- 

.

.

.

.

. 

, 

- 

. 

.

.

... 

. ..

■'
. 

- : 

• 

.ノ

需
毁
及
び
桃
給
に
ょ
つ
て
：平
常
：の
方
は
に
於
い
て
見
辑
ら
れ
た
.彼
れ
等
0
貢
献
せ
る
勞
働
.の
種
類
の
交
換
價
値
に
全
然
依
賴
す
可
き
で 

あ
る
。
斯
く
て
ァ
ダ
ム:•
ス
ミ
ス
の
述
ぶ
る
が
如,<
、
^
働
の
所
產
か
ら
の
按
除
と
し
て
資
木
の
利
濶
を
叙
す
る
は
十
分
に
疋
^
で
は

•

 

.

.

 

•

 
,

 

.

 
.
V
•

 

•

 

S- 
’

 
.

 
.

 

.

 

••
.
 

.

な
い
。
そ
は
勞
働
漭
の
寄
與
と'J
E
確
に
同 
一
CD
-
方
法
'に
於
い
て
見
積
ら
れ
た
資
本
家
に
ょ.つ
_て

寄

與

：
せ,&
れ

た

生

產

の

部

分

に

對

す

る
 

公
明
^:
大
^
る
報
酬
に
過
ぎ
な
い

」

' と
:0(principles 

of politicaL'Econiy considered,, with 

a 

view 

to. their 

practical 

application:! ，

1CO
2
P
.
P
P
V

CO
Q
00
1
.

)

:0
„ 

.

 

..

...
 

>
 

-

 
"
 
'
 

■

 
•

 

.

 

-

 
i
 

-

 

-

 

-

 
•

 
.

 

...>.
 

r 

•

 
:
 

•-
 

.

■.
 

■ 

■

..

..

.
 

..

.
 

.... 

.

 

•

 
V.

k

'@「

間
接
生
產
カ
說J

が
、
刺
子
を
以
つ
て
業
象
に
ょ
づ
て
提::
«
せ
ら
る
、
赘
働
爪
釾
す
る
貴

s

セ
：あ
る
4
說
<
前
揭
ジ
>
丨
ム 

ズ
.
•，ミ
ル
及
び
；マ
ッ
カ
ラ
ッ>
等
の「

勞
働
說」

と
對
立
し
0
、
あ
る
間
に
、
利.子
;$
:
以
0
て
.何
等
經
梢
的
碁
礎
を
有
す
る
こ
と
，な
く
、 

單
太
勞
働
渚
ょ
り
搾
取
せ̂

も

.€
>
に
過
，ぎ
ず
と
做
す
別
箇
の.學
說
は
旣
：に
主
張'せ

ら

れ

て

：
居

つ

た

。

チ
；
ャ

ー

ル

ズ

.•
ホ

ー

ル

は

其

の 

T
h
e

 

Effects 

of .Civilisation on 

the People 

i
n.M
u
r
o
p
e
a

-3
-c
/
5
t
a
t
e
s
, 

1

OO
0
5
.に
於
い
て
、
勞
働
が
富
の
俏
一
.
の
泉
源
た
る
こ
と 

を
信
じ
、
地
代
及
，び
利
子
が
勞
苦
の
報
酬
か
ら
不
疋
に
接
除
せ
ら
.れ
た
.も
の
で
あ
る
と
と
を
主
張
し
た0 (ibid., 

republished in J. 

M
.

 

M
o
r
g
a
n
s

 Bioenix Library, 

100
5
0
, 

p
_ 

9
4
0

.0「

ロ
バ
ー
ト
•

オ
ー
エ
ン
の
M ;
を
派
め
る
協
同
組
合
的
社
會
主
義
蓉

」

ウ
ィ
リ

ア
ム
•
'ト
ム
サ
ン
は
其
の
>

»Inquiry 

into the 

P
Ms-
o
l
p
l
e
s 

of, the Distribution of w
e
a
l

s*
m
o
srt
-conducive to h

u
m
a
n

、.

 

.

 

....
 

.

-

.

 

•

 

.

 

.

 

.

.

.

.

.

.

Happiness, 

1
S
2
4
.

に
於
い
て
、
現
在
の
社
會
狀
態
<D
-F
に
在
つ
て
は•
勞
働
考
は.、
生
產
の
.資
料
を
所
有
し
而
し
て
之
れ
を
其
の
使 

.:
^

^

^

-る
:#
に
對
し
て
其-.
0

*
益
の
.
1
'定
部
分
^
提
供
し
.な
け
れ
ぼ
な
克
ぬ0
:で
:$
>
る
が
、
：'資
本
主
が
彼
れ
に
貸
興
し
た
生
產
資
料

I
l
i
i
B
l
i
i
i
l
l
l
f
c
l
i
i
i
s
i
i
i
l
i
i
B
i

の
：.

使
用
に
對
し
.て
要

，求

：

:1
-
る

生

產

者

の

勞

働

：
の

|1
1
合

は

顧

；る
.大
：で

あ

づ

そ

、

.真
の
能
働
掷
生
.產
者
は
梁
報
酬
の
大
部
分
を
剝
藓
せ
ら 

る

\
と
»
い
た
。(ibidv p. 

1
§
V0
而
し
-

p
r

ウ
ィ
リ
T
ム
'

•

ゴ：

ッ
；..ド.:?
ィ
.
.シ.の
.：傅

諕

炎

：奉

ず

^'
新
擧
的
.無
.政
府
逢
義
澈J

ト
1
マ
ス
• 

ホ
ッ
デ

ス

キ

ン

は

其

の

Capital, 

1
.
O0
2
5
.に
於
い
て
、「

蓄
積
せ
ら
れ
た
る
勞
fj
lと
し 

て
：資

本

を

叙

す

：る

こ

と

は

決

し

て

.
資

本

家

に

ょ

る

餘

剩

愦

植

.の

.败

收

を

辯

明

す

名

，も

め

で

は

な

い

と

由

張

し

た

;0
藎
し
資
本
は
勞
働
が 

之

れ

に

翁

片

：せ

ら

る

^
か
；
若
し
く
は
そ
が
勞
働
fc
適
‘用
せ

ら

，
る\
^
_非

ざ
.れ
ば

.
、
何

物

を

も

.故
產
す
る
こ
と
な
く
、
又
資
本
家
其
れ
自 

身

は

之

れ

を

し

：
て

生

產

的

な

ら

し

む

：
る

.に
於
い
セ
何
等
の
勤
餘
.を
：も
遂
行
す
：る
ヒ
と
欢
き
が
故
で
豐

は
¥
«
に
ょ
つ
て
勞
作
す
る
な
ら
ば
、
彼
れ
：は
あ
ら
ゆ
る
他
の
i

諸
^
等
し
ぐ
彼
れ
の
產
物
に
對
..し.て
撖
利
附
け
ら
れ
名-

然
し
な 

が

ら

遛

純

：な

る

資

木

の

：領

有

.は
勞
働
證
の
.產
物
.の
配
分
を
受
く
可
き
何
等
の
權
利
.を
も
與
ふ
る
^
の
で
な
.い
0
.ホ
.ッ
デ
.
ス

キ

ン

は

ハ

，
 

渦
が
弁
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
又
刹
子
が
存
す
る
に
非
ざ
れ
ば
ノ
蓄
積
及
び
改
.良

，に
，
對

す

る

何

.等

.€
>
動

機

も

存

す

る

左

な

か

る

可

し

と

做
 

す
の
意
見
■を

以

.つ

て

、
^
働

り̂

坐
ず
'る
結
艰
'を
資
本
及
び
；節
約
に
歸
す
る
.に
由
つ
て
起
る
誤
り
で
あ
，
.る
と

，
做

し

、

個
■■
A
及

び

國

民

の 

累

.進

的

改

薺

を

確

保

す

.る
最
良
の
宇
段
を
以
.つ
て
フ
勞
働
に
：與
ふ
る
に
其
.の
.收
益
.

Q

全
.部
を
.領
有
，し
、
•.
:享
有
す
る
こ
と
を
以
つ
て
す
る 

に
*
り
と
論
じ
た
ズ ibid.” ed.1922.,.\

'sh.an i
n
t
r
o
d
u
c
t
g

 b
y

 G. 

D
, 

H. 

c
o
i
f

 p
.
.
1
09.00, ( 『

H

m學
會
雜
誌』

第
一
一
十
六 

卷
第
S

所
載
拙
稿『

賃
銀
學
說
史
vh
Q
.收
益
：說』

宄
0

0
丨
五
一
o
寅
參
照D

。

- 

斯
く
の
如
く
、
ホ
ッ
デ
ス
キ
ン
が
其
の
一
千
八
百
二
十
七
年
の
著
に
題
し
た
る

p
o
p
_
l 

politic

仏E
c
o
n
o
m
y
.

即
ち「

ブn

レ
タ 

リ
ブ
經
.濟
學」

i
も
：稱
す
.可
：f

o

.が

旣

に

聲

高

く

！
^

日

せ

ら

れ

つ

、

あ

,0
た
㈣
、
矶
ヰ
を
は
つ
，て
資
本
家
の
制
欲
に
對
す
る
報
酬
な 

リ
：力
I
ド
オ
踩
後
に
於
け
る
其
'の
分
配
.娌
論
.
£敎
す

る

英

；國
.輝

濟

學

港

め

*
正
»
與

；
 

八
三' 
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六

さ

弓



,
vy
力
。丨
r
オ
脏
後
に
'於
け
る
典
の
分
.酣
.理
：論
に
對
す
る
英
國
餺
濟
墩
^
©
修
茈
意
見 

八

四

(

六
九
四〕 

及
と
法
張
す
る
新
原
理
が
ナ
ツ
ソ
.
1
*ウ
ィ
9
ア
ム
，
シ
ィ
ム
ィ
オ
ア
に
ょ
.つ
て
主
張
せ
ら
れ
.た
0
で
あ
る
。

ぃ
.
. 

.

.
S 

.

.

'
.
.，.

ア
グ
ム

•

ス
ミ
ス
は
旣
に
直
接
消
費
の「

現
在
的
享
樂」

に
對
し
て
資
本
家
の
決
意
に
酬
ゆ
る「

將
來
的
利
潤」

を
峻
別
し
、

(
w

e
a

l
t

h

 

.

o
f 

N
a

t
i

o
n

v

 

V
0

1
V

I
,

 

1
7

7
6

,
 

p
.

 

3
3

9
W
、
」

而
し
て
リ
カ
ー
ド
オ
は
前
述
の
如
く
、
利
潤
が
減
少
し
て
皆
無̂

爲

る

久

し

き

以

前

.に
於 

■

>

て

、
_

横

の

.励

機

は

#

せ
ざ
る

.

に
至
る
可
き
こ
と
を
說
い
た
の
で
あ
る
が
、
而
も
英
國
刹
子
學
說
皮
上
に

.

於
け
る
.シ
ィ
ニ
ィ
オ
ア
の 

先
驅
漭
と
し
：

て
..

特
に
、：地
質
學
奢
に
し
て
、
又
經
.濟
時
事
問
題
に
關
ず
る
有
名
な
る
小
冊
子

.

の.
.

著
者
た
るデ

：
*

1

デ
* .

ホ
ー
レ
ッ
ト
丨
ス 

ク
ロ
ー
ブ(

G
.

p
o

u
l

e
t

t

 

s
c

r
o

p
e

)

の
名
が
擧
げ
ら

.

れ
て
ゐ
る
。
へ3

0:

げ
？
：8

科\
^

る
，

3
.
.
2
1
.
0
4
5
.
2
4
3
.

)

0 

.

 

ヌ
ク 

口 

1
ブ
は
興
の 

P
r

i
n

c
i

p
l

e
s

.
o

f

 

p
o

l
i

t
i

c
a

l
.

 

E
c

o
n

o
m

y
,

 

d

 

作 d
u

c
e

d

 

f
r

o
m

 

t
h

e

 

N
a

t
u

r
a

l
r

a
w

s

 

o
f

 

S
o

c
i

a
l

 

W
e

l
f

a
r

e
,

 

a
n

d

 

a
p

p
l

i
e

d

 

t
o

 

t
h

e

 

P
r

e
s

e
n

t

 

S
t

a
t

e

 

o
f

 

B
r

i
t

a
i

n
,

 

1

00
3
3

.
の
第
七
章
に
於
い
て
資
本
を
論
じ
、「

資
本
家
の
配
分
は
、
大
方
、
共
の
使
用 

に
際
し

.

て
.

消
毁
せ
ら
れ
、
損
傷
せ
ら
れ
、
若
し
く
は
使
ひ
切
ら
れ
た
被
れ
の
資
本
の
部
分
を
置
き
換
ふ
る
が
爲
め
に
費
さ
れ
る
。
然
し 

な
が
ら
、
菇
れ
以
上
の
或
る
餘
剩
が
後
紫(

資
本
家 >

に
對
し
て
淺

#

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
藍
し
、
何
人
と
雖
も
、
其
の
資
本
を
生
產 

.

的
に
使
用
す
る
に
ょ
つ
て
何
物
を
も
取
得
し
得
な
い

.

激
ち
，ば
、
彼
れ
は
斯
く
の
如
く
其
の
資
本
を
使
用
す
る
の
甲
斐
が
な
い
で
あ
ら
ぅ
。 

資
本
家
の
資
本
が
置
き
換
へ
ら
れ
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彼
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。
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潤
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ら
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す
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す
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す
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